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静岡版創作舞妓ストリートファッションショー 
 10月14日（月）に、静岡版創作舞妓ストリートファッションショーが開催されまし

た。今年で９回目となるこのイベントに、本学より３名の留学生が参加しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この日は季節外れの暑さでしたが晴天に恵まれ、道行く人たちは、舞妓さんに扮し

た参加者たちが優雅に歩く姿を写真に収めていました。スリランカ出身の留学生テニ

シャーさんは、「着物はとても重たかった。でも、着物はもちろん、髪飾りや小物も素

敵で気に入りました。貴重な経験ができて、本当に嬉しいです」と話してくれました。 

 また、次回の開催が2025年10月13日（月）に決定しました。１人でも多くの

留学生に参加していただき、日本の伝統文化である着物の素晴らしさを体験してい

ただきたいです。 

静岡県留学説明会 
 ふじのくに地域・大学コンソーシアム主催

の「静岡県留学説明会＠ミャンマー」に、同

国出身のナン ソー カリヤー ウーさん（人

間社会３年）がオンラインで参加。日本へ

の留学を目指す母国の後輩たちに向け、

静岡県の魅力をたくさん語ってくれました。

現地学生からも様々な質問があり、皆さん

の留学への関心の高さが伝わってきました。 

参加者の（左から）サンドゥニさん、テニシャーさん、モウ モウ スエさん 
母国語で説明をするナンさん 



 第59回楓祭に出店 

 11月16日（土）と17日（日）に、

静岡英和学院大学・静岡英和学院大

学短期大学部主催の楓祭に、留学生

センターの学生スタッフが出店。16日に 

ガレットを販売、17日には展示ブースで

留学生の母国紹介を行いました。そば粉

を使った本格的なガレットは大変好評

で、リピート購入していただくことも。展示

ブースにもたくさんの方が足を運んでくださ

り、留学生の母国紹介や日本人学生の

留学体験の展示パネル、留学生セン

ターの活動紹介などを見ていただくことが

できました。 

日本の伝統文化を体験︕ 

❁ 茶道体験 

 12月11日（水）の昼休みに、留学生対象の  

茶道体験を実施。この日は、茶道サークルの学生 

の協力のもと、自分でお茶を点てる体験をメインに 

行いました。茶道体験は初めてだというベトナム人 

留学生のグエン ティ ミー リンさん(人間社会4年)

は、「大学生活の最後に貴重な体験をすることが 

できてとても嬉しい。自分で点てたお抹茶はとても 

美味しかった」と話してくれました。 

❁ 華道体験 

 1月14日（火）の昼休みには、講師の泉水先生ご指導のもと、華道体験（フラワーア

レンジメント）を開催しました。今回初めて参加する留学生も多く、はじめに先生が道具の

使い方や花の切り方などを丁寧に説明してくださいました。その後は先生のアドバイスを受け

ながら、季節の花を思い思いに飾り、留学生それぞれの個性豊かな作品を作っていました。 

高校生との交流会に参加 

 国際交流活動の一環で、12月13日（金）に本学のインドネシア人留学生の  

ナタニア オルヴァラさん（人間社会１年）とベルリアンさん（人間社会１年）が、 

清水国際高校を訪問しました。交流会は、はじめにナタニアさんとベルリアンさんに   

よるインドネシアの紹介を、続いて交流会を企画した進学研究部の活動紹介など  

を行いました。他にも、日本のお菓子を一緒に食べたいとティータイムを設けていた 

だいたり、百人一首を使った競技かるたや坊主めくりのアクティビティを一緒に楽しむ 

場面があり、留学生と少しでも仲良くなりたい、楽しく交流したいという思いが伝わ  

る交流会となりました。 

点て方を教わるニューさんとガンさん 

展示パネルは学生スタッフの手作り 

清水国際高校の生徒さんは温かく迎えてくれました 

先生のご指導のもと、鮮やかな花々を飾り付けていく留学生の皆さん 

 

ﾍｰﾗｯﾄ ﾗｰﾗﾗｰｹﾞ   

ｻﾝﾄﾞｩﾆ ﾄﾞｩﾗｸｼｶさん 

スリランカ出身 

（略歴） 

 スリランカのガンパパ出身｡ 

 2022年4月に来日し、静

岡インターナショナルスクール

に１年通った後、静岡英和

学院大学短期大学部に入

学｡現在は、リチャードウッド

ワードゼミに所属し、イングリッ

シュコミュニケーションを学んで

いる｡ 

 趣味は映画鑑賞と美味し

い料理を作ること｡ 

君に迫る︕～留学生の静岡における素顔に迫る～Vol.19 
 Ｑ１．静岡に来てよかったと思うことは何ですか︖ 
       まず、自然の美しさです。静岡は、海や富士山など、豊かな自然に囲まれていて、四季折々 
      の景色が楽しめます。また、落ち着いた雰囲気で勉強に集中しやすいです。地元の人たちも 
      親切で、留学生として安心して生活できます。静岡のお茶や新鮮な海鮮などの食べ物は美味 
      しく、地域の文化を体験できるのも魅力です。このように、自然、生活環境、人の温かさ、そし 
      て文化に触れられる点で、静岡は素晴らしい場所だと感じています。 
 
 Ｑ２．入学時に困ったことはありましたか︖ 
       入学したばかりは、日本語の授業についていくのが大変でした。授業の選び方やレポートの 
      書き方が分からず、慣れるまでに時間がかかりました。また、日本人の友達を作るのに少し勇 
      気が必要でした。しかし、色々な人に話しかけるうちに仲良くなれましたし、困っている時は大 
      学や周りの友達が助けてくれたので解決することができました。 

 Ｑ３．なぜ静岡英和学院大学短期大学部を選んだのですか︖ 
       日本語学校の先生から留学生へのサポートが充実していると聞いたことと、２年間で日本 
      語力を伸ばしながら実践的なスキルを効率よく学べると感じたからです。また、キリスト教に基づ 
      く教育方針にも興味があり、他者を尊重する価値観を学べると思い、選びました。 
 
 Ｑ４．大学生活を通して、最も変わったことは何ですか︖ 
        自立心が強くなったことです。一人暮らしを始めてから、家事や食事の準備、生活費の管 
      理を自分で行うようになり、計画的に生活する力がつきました。また、授業とアルバイトと両立し 
      て、効率的に課題をこなせるようになりました。アルバイト先では、積極的にコミュニケーションを 
      取ることで、日本語力も向上し、人との接し方にも自信を持てるようになりました。 
 
 Ｑ５．出身の国のよいところを、ひとつ紹介してください。 

私のとっておき静岡スポット 

静岡市駿河区にある久能山東照宮 

へ向かう階段から臨む駿河湾 

 第59回楓祭に出店 

 11月16日（土）と17日（日）に、

静岡英和学院大学・静岡英和学院大

学短期大学部主催の楓祭に、留学生

センターの学生スタッフが出店。16日に 

ガレットを販売、17日には展示ブースで

留学生の母国紹介を行いました。そば粉

を使った本格的なガレットは大変好評

で、リピート購入していただくことも。展示

ブースにもたくさんの方が足を運んでくださ

り、留学生の母国紹介や日本人学生の

留学体験の展示パネル、留学生セン

ターの活動紹介などを見ていただくことが

できました。 

日本の伝統文化を体験︕ 

❁ 茶道体験 

 12月11日（水）の昼休みに、留学生対象の  

茶道体験を実施。この日は、茶道サークルの学生 

の協力のもと、自分でお茶を点てる体験をメインに 

行いました。茶道体験は初めてだというベトナム人 

留学生のグエン ティ ミー リンさん(人間社会4年)

は、「大学生活の最後に貴重な体験をすることが 

できてとても嬉しい。自分で点てたお抹茶はとても 

美味しかった」と話してくれました。 

❁ 華道体験 

 1月14日（火）の昼休みには、講師の泉水先生ご指導のもと、華道体験（フラワーア

レンジメント）を開催しました。今回初めて参加する留学生も多く、はじめに先生が道具の

使い方や花の切り方などを丁寧に説明してくださいました。その後は先生のアドバイスを受け

ながら、季節の花を思い思いに飾り、留学生それぞれの個性豊かな作品を作っていました。 

高校生との交流会に参加 

 国際交流活動の一環で、12月13日（金）に本学のインドネシア人留学生の  

ナタニア オルヴァラさん（人間社会１年）とベルリアンさん（人間社会１年）が、 

清水国際高校を訪問しました。交流会は、はじめにナタニアさんとベルリアンさんに   

よるインドネシアの紹介を、続いて交流会を企画した進学研究部の活動紹介など  

を行いました。他にも、日本のお菓子を一緒に食べたいとティータイムを設けていた 

だいたり、百人一首を使った競技かるたや坊主めくりのアクティビティを一緒に楽しむ 

場面があり、留学生と少しでも仲良くなりたい、楽しく交流したいという思いが伝わ  

る交流会となりました。 

点て方を教わるニューさんとガンさん 

展示パネルは学生スタッフの手作り 

清水国際高校の生徒さんは温かく迎えてくれました 

先生のご指導のもと、鮮やかな花々を飾り付けていく留学生の皆さん 

 

ﾍｰﾗｯﾄ ﾗｰﾗﾗｰｹﾞ   

ｻﾝﾄﾞｩﾆ ﾄﾞｩﾗｸｼｶさん 

スリランカ出身 

（略歴） 

 スリランカのガンパパ出身｡ 

 2022年4月に来日し、静

岡インターナショナルスクール

に１年通った後、静岡英和

学院大学短期大学部に入

学｡現在は、リチャードウッド

ワードゼミに所属し、イングリッ

シュコミュニケーションを学んで

いる｡ 

 趣味は映画鑑賞と美味し

い料理を作ること｡ 

君に迫る︕～留学生の静岡における素顔に迫る～Vol.19 
 Ｑ１．静岡に来てよかったと思うことは何ですか︖ 
       まず、自然の美しさです。静岡は、海や富士山など、豊かな自然に囲まれていて、四季折々 
      の景色が楽しめます。また、落ち着いた雰囲気で勉強に集中しやすいです。地元の人たちも 
      親切で、留学生として安心して生活できます。静岡のお茶や新鮮な海鮮などの食べ物は美味 
      しく、地域の文化を体験できるのも魅力です。このように、自然、生活環境、人の温かさ、そし 
      て文化に触れられる点で、静岡は素晴らしい場所だと感じています。 
 
 Ｑ２．入学時に困ったことはありましたか︖ 
       入学したばかりは、日本語の授業についていくのが大変でした。授業の選び方やレポートの 
      書き方が分からず、慣れるまでに時間がかかりました。また、日本人の友達を作るのに少し勇 
      気が必要でした。しかし、色々な人に話しかけるうちに仲良くなれましたし、困っている時は大 
      学や周りの友達が助けてくれたので解決することができました。 

 Ｑ３．なぜ静岡英和学院大学短期大学部を選んだのですか︖ 
       日本語学校の先生から留学生へのサポートが充実していると聞いたことと、２年間で日本 
      語力を伸ばしながら実践的なスキルを効率よく学べると感じたからです。また、キリスト教に基づ 
      く教育方針にも興味があり、他者を尊重する価値観を学べると思い、選びました。 
 
 Ｑ４．大学生活を通して、最も変わったことは何ですか︖ 
        自立心が強くなったことです。一人暮らしを始めてから、家事や食事の準備、生活費の管 
      理を自分で行うようになり、計画的に生活する力がつきました。また、授業とアルバイトと両立し 
      て、効率的に課題をこなせるようになりました。アルバイト先では、積極的にコミュニケーションを 
      取ることで、日本語力も向上し、人との接し方にも自信を持てるようになりました。 
 
 Ｑ５．出身の国のよいところを、ひとつ紹介してください。 

私のとっておき静岡スポット 

静岡市駿河区にある久能山東照宮 

へ向かう階段から臨む駿河湾 



 第59回楓祭に出店 

 11月16日（土）と17日（日）に、

静岡英和学院大学・静岡英和学院大

学短期大学部主催の楓祭に、留学生

センターの学生スタッフが出店。16日に 

ガレットを販売、17日には展示ブースで

留学生の母国紹介を行いました。そば粉

を使った本格的なガレットは大変好評

で、リピート購入していただくことも。展示

ブースにもたくさんの方が足を運んでくださ

り、留学生の母国紹介や日本人学生の

留学体験の展示パネル、留学生セン

ターの活動紹介などを見ていただくことが

できました。 

日本の伝統文化を体験︕ 

❁ 茶道体験 

 12月11日（水）の昼休みに、留学生対象の  

茶道体験を実施。この日は、茶道サークルの学生 

の協力のもと、自分でお茶を点てる体験をメインに 

行いました。茶道体験は初めてだというベトナム人 

留学生のグエン ティ ミー リンさん(人間社会4年)

は、「大学生活の最後に貴重な体験をすることが 

できてとても嬉しい。自分で点てたお抹茶はとても 

美味しかった」と話してくれました。 

❁ 華道体験 

 1月14日（火）の昼休みには、講師の泉水先生ご指導のもと、華道体験（フラワーア

レンジメント）を開催しました。今回初めて参加する留学生も多く、はじめに先生が道具の

使い方や花の切り方などを丁寧に説明してくださいました。その後は先生のアドバイスを受け

ながら、季節の花を思い思いに飾り、留学生それぞれの個性豊かな作品を作っていました。 

高校生との交流会に参加 

 国際交流活動の一環で、12月13日（金）に本学のインドネシア人留学生の  

ナタニア オルヴァラさん（人間社会１年）とベルリアンさん（人間社会１年）が、 

清水国際高校を訪問しました。交流会は、はじめにナタニアさんとベルリアンさんに   

よるインドネシアの紹介を、続いて交流会を企画した進学研究部の活動紹介など  

を行いました。他にも、日本のお菓子を一緒に食べたいとティータイムを設けていた 

だいたり、百人一首を使った競技かるたや坊主めくりのアクティビティを一緒に楽しむ 

場面があり、留学生と少しでも仲良くなりたい、楽しく交流したいという思いが伝わ  

る交流会となりました。 

点て方を教わるニューさんとガンさん 

展示パネルは学生スタッフの手作り 

清水国際高校の生徒さんは温かく迎えてくれました 

先生のご指導のもと、鮮やかな花々を飾り付けていく留学生の皆さん 

 

ﾍｰﾗｯﾄ ﾗｰﾗﾗｰｹﾞ   

ｻﾝﾄﾞｩﾆ ﾄﾞｩﾗｸｼｶさん 

スリランカ出身 

（略歴） 

 スリランカのガンパパ出身｡ 

 2022年4月に来日し、静

岡インターナショナルスクール

に１年通った後、静岡英和

学院大学短期大学部に入

学｡現在は、リチャードウッド

ワードゼミに所属し、イングリッ

シュコミュニケーションを学んで

いる｡ 

 趣味は映画鑑賞と美味し

い料理を作ること｡ 

君に迫る︕～留学生の静岡における素顔に迫る～Vol.19 
 Ｑ１．静岡に来てよかったと思うことは何ですか︖ 
       まず、自然の美しさです。静岡は、海や富士山など、豊かな自然に囲まれていて、四季折々 
      の景色が楽しめます。また、落ち着いた雰囲気で勉強に集中しやすいです。地元の人たちも 
      親切で、留学生として安心して生活できます。静岡のお茶や新鮮な海鮮などの食べ物は美味 
      しく、地域の文化を体験できるのも魅力です。このように、自然、生活環境、人の温かさ、そし 
      て文化に触れられる点で、静岡は素晴らしい場所だと感じています。 
 
 Ｑ２．入学時に困ったことはありましたか︖ 
       入学したばかりは、日本語の授業についていくのが大変でした。授業の選び方やレポートの 
      書き方が分からず、慣れるまでに時間がかかりました。また、日本人の友達を作るのに少し勇 
      気が必要でした。しかし、色々な人に話しかけるうちに仲良くなれましたし、困っている時は大 
      学や周りの友達が助けてくれたので解決することができました。 

 Ｑ３．なぜ静岡英和学院大学短期大学部を選んだのですか︖ 
       日本語学校の先生から留学生へのサポートが充実していると聞いたことと、２年間で日本 
      語力を伸ばしながら実践的なスキルを効率よく学べると感じたからです。また、キリスト教に基づ 
      く教育方針にも興味があり、他者を尊重する価値観を学べると思い、選びました。 
 
 Ｑ４．大学生活を通して、最も変わったことは何ですか︖ 
        自立心が強くなったことです。一人暮らしを始めてから、家事や食事の準備、生活費の管 
      理を自分で行うようになり、計画的に生活する力がつきました。また、授業とアルバイトと両立し 
      て、効率的に課題をこなせるようになりました。アルバイト先では、積極的にコミュニケーションを 
      取ることで、日本語力も向上し、人との接し方にも自信を持てるようになりました。 
 
 Ｑ５．出身の国のよいところを、ひとつ紹介してください。 

私のとっておき静岡スポット 

静岡市駿河区にある久能山東照宮 

へ向かう階段から臨む駿河湾 

 第59回楓祭に出店 

 11月16日（土）と17日（日）に、

静岡英和学院大学・静岡英和学院大

学短期大学部主催の楓祭に、留学生

センターの学生スタッフが出店。16日に 

ガレットを販売、17日には展示ブースで

留学生の母国紹介を行いました。そば粉

を使った本格的なガレットは大変好評

で、リピート購入していただくことも。展示

ブースにもたくさんの方が足を運んでくださ

り、留学生の母国紹介や日本人学生の

留学体験の展示パネル、留学生セン

ターの活動紹介などを見ていただくことが

できました。 

日本の伝統文化を体験︕ 

❁ 茶道体験 

 12月11日（水）の昼休みに、留学生対象の  

茶道体験を実施。この日は、茶道サークルの学生 

の協力のもと、自分でお茶を点てる体験をメインに 

行いました。茶道体験は初めてだというベトナム人 

留学生のグエン ティ ミー リンさん(人間社会4年)

は、「大学生活の最後に貴重な体験をすることが 

できてとても嬉しい。自分で点てたお抹茶はとても 

美味しかった」と話してくれました。 

❁ 華道体験 

 1月14日（火）の昼休みには、講師の泉水先生ご指導のもと、華道体験（フラワーア

レンジメント）を開催しました。今回初めて参加する留学生も多く、はじめに先生が道具の

使い方や花の切り方などを丁寧に説明してくださいました。その後は先生のアドバイスを受け

ながら、季節の花を思い思いに飾り、留学生それぞれの個性豊かな作品を作っていました。 

高校生との交流会に参加 

 国際交流活動の一環で、12月13日（金）に本学のインドネシア人留学生の  

ナタニア オルヴァラさん（人間社会１年）とベルリアンさん（人間社会１年）が、 

清水国際高校を訪問しました。交流会は、はじめにナタニアさんとベルリアンさんに   

よるインドネシアの紹介を、続いて交流会を企画した進学研究部の活動紹介など  

を行いました。他にも、日本のお菓子を一緒に食べたいとティータイムを設けていた 

だいたり、百人一首を使った競技かるたや坊主めくりのアクティビティを一緒に楽しむ 

場面があり、留学生と少しでも仲良くなりたい、楽しく交流したいという思いが伝わ  

る交流会となりました。 

点て方を教わるニューさんとガンさん 

展示パネルは学生スタッフの手作り 

清水国際高校の生徒さんは温かく迎えてくれました 

先生のご指導のもと、鮮やかな花々を飾り付けていく留学生の皆さん 

 

ﾍｰﾗｯﾄ ﾗｰﾗﾗｰｹﾞ   

ｻﾝﾄﾞｩﾆ ﾄﾞｩﾗｸｼｶさん 

スリランカ出身 

（略歴） 

 スリランカのガンパパ出身｡ 

 2022年4月に来日し、静

岡インターナショナルスクール

に１年通った後、静岡英和

学院大学短期大学部に入

学｡現在は、リチャードウッド

ワードゼミに所属し、イングリッ

シュコミュニケーションを学んで

いる｡ 

 趣味は映画鑑賞と美味し

い料理を作ること｡ 

君に迫る︕～留学生の静岡における素顔に迫る～Vol.19 
 Ｑ１．静岡に来てよかったと思うことは何ですか︖ 
       まず、自然の美しさです。静岡は、海や富士山など、豊かな自然に囲まれていて、四季折々 
      の景色が楽しめます。また、落ち着いた雰囲気で勉強に集中しやすいです。地元の人たちも 
      親切で、留学生として安心して生活できます。静岡のお茶や新鮮な海鮮などの食べ物は美味 
      しく、地域の文化を体験できるのも魅力です。このように、自然、生活環境、人の温かさ、そし 
      て文化に触れられる点で、静岡は素晴らしい場所だと感じています。 
 
 Ｑ２．入学時に困ったことはありましたか︖ 
       入学したばかりは、日本語の授業についていくのが大変でした。授業の選び方やレポートの 
      書き方が分からず、慣れるまでに時間がかかりました。また、日本人の友達を作るのに少し勇 
      気が必要でした。しかし、色々な人に話しかけるうちに仲良くなれましたし、困っている時は大 
      学や周りの友達が助けてくれたので解決することができました。 

 Ｑ３．なぜ静岡英和学院大学短期大学部を選んだのですか︖ 
       日本語学校の先生から留学生へのサポートが充実していると聞いたことと、２年間で日本 
      語力を伸ばしながら実践的なスキルを効率よく学べると感じたからです。また、キリスト教に基づ 
      く教育方針にも興味があり、他者を尊重する価値観を学べると思い、選びました。 
 
 Ｑ４．大学生活を通して、最も変わったことは何ですか︖ 
        自立心が強くなったことです。一人暮らしを始めてから、家事や食事の準備、生活費の管 
      理を自分で行うようになり、計画的に生活する力がつきました。また、授業とアルバイトと両立し 
      て、効率的に課題をこなせるようになりました。アルバイト先では、積極的にコミュニケーションを 
      取ることで、日本語力も向上し、人との接し方にも自信を持てるようになりました。 
 
 Ｑ５．出身の国のよいところを、ひとつ紹介してください。 

私のとっておき静岡スポット 

静岡市駿河区にある久能山東照宮 

へ向かう階段から臨む駿河湾 



お問い合わせ先  
お気軽にお問い合わせください。   

静岡英和学院大学 
 ・人間社会学科 
 ・コミュニティ福祉学科        
静岡英和学院大学短期大学部 
 ・現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 
 ・食物栄養学科  
〒422-8545静岡県静岡市 
駿河区池田1769番地  
054-261-9201(代表） 

info@shizuoka-eiwa.ac.jp 

 

留学生センター 

留学生の生活やさまざまな疑問
にお答えします。 
054-264-9489（直通） 
 

英和入試センター 

入試制度や受験相談等何でも
お問い合わせください。 
054-261-9322（直通） 
 

企画部連携課 

日本語学校様等機関のご相談
はこちらに。 
054-262-0091（直通） 

静岡英和学院大学が皆様と夢をつなげます  

留学生センター通信 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

・特集 

 静岡版創作舞妓ｽﾄﾘｰﾄﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰ 

・君に迫る︕ 

 ﾍｰﾗｯﾄ ﾗｰﾗﾗｰｹﾞ ｻﾝﾄﾞｩﾆ ﾄﾞｩﾗｸｼｶさん 

・入試センターからのお知らせ 

静岡英和学院大学・静岡英和学院大学短期大学部  2025年２月  

№40 
＜特 集＞ 
静岡版創作舞妓ストリートファッションショー 
 10月14日（月）に、静岡版創作舞妓ストリートファッションショーが開催されまし

た。今年で９回目となるこのイベントに、本学より３名の留学生が参加しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この日は季節外れの暑さでしたが晴天に恵まれ、道行く人たちは、舞妓さんに扮し

た参加者たちが優雅に歩く姿を写真に収めていました。スリランカ出身の留学生テニ

シャーさんは、「着物はとても重たかった。でも、着物はもちろん、髪飾りや小物も素

敵で気に入りました。貴重な経験ができて、本当に嬉しいです」と話してくれました。 

 また、次回の開催が2025年10月13日（月）に決定しました。１人でも多くの

留学生に参加していただき、日本の伝統文化である着物の素晴らしさを体験してい

ただきたいです。 

静岡県留学説明会 
 ふじのくに地域・大学コンソーシアム主催

の「静岡県留学説明会＠ミャンマー」に、同

国出身のナン ソー カリヤー ウーさん（人

間社会３年）がオンラインで参加。日本へ

の留学を目指す母国の後輩たちに向け、

静岡県の魅力をたくさん語ってくれました。

現地学生からも様々な質問があり、皆さん

の留学への関心の高さが伝わってきました。 

参加者の（左から）サンドゥニさん、テニシャーさん、モウ モウ スエさん 
母国語で説明をするナンさん 

OPEN CAMPUS 2025

ACCESS

しずてつジャストラインバス 日本平線「英和学院大学」下車すぐ

・JR静岡駅北口より約20分
・JR東静岡駅南口より約10分
・新静岡駅バスターミナルより約25分
・東名バス「東名日本平」下車  徒歩約7分

公式SNSで最新情報をCHECK!

Instagram
https://www.instagram.com/
eiwauniv/

LINE
＠qei6691n

facebook
https://www.facebook.com/
shizuokaeiwauniv

5 /11 日

8 /16 土

12 /7 日

7 /19 土

9 /7 日

6 /15 日

8 /17 日

3 /15 日

7 /20 日

10 /5 日

10 : 00 ～ 13 : 00 時間

学部・学科説明、体験授業、キャンパススタンプラリー及び
進学相談  など

※日程、開催形式等は変更となる場合があります。
　最新情報は本学ホームページをチェック!

内 容

オープンキャンパス開催日にはJR 東静岡駅南口から無料送迎バスを運行します。

※発車時刻は変更となる場合があります。本学HPをご確認ください。

無料送迎バス

9：20 / 10:10 / 11:00
行き JR東静岡駅南口 静岡英和学院大学→

12：00 / 12：30 / 13：00 / 13：30
帰り JR東静岡駅南口静岡英和学院大学 →

現コミ大学 食栄

現コミ大学 食栄 大学 大学

大学

現コミ大学 現コミ大学 食栄

現コミ大学 食栄

現コミ大学 食栄 現コミ大学 食栄


